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5月 15日

(`さ)

5月 16日

〈土)

5月 17日

(日 )

午

工削

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

受付開始 8:15

主催者あいさつ 9:00～ 9:05

スライ ド発表

セッションA 9:05～ 10:21

セッションB 10:35～ 11:51

受付開始 8:15

スライ ド発表

セッションE 9:00～ 10:00

会長講演 10:10～ 10:30

アジアのパイオメカニクス

10:35～ 12:00

総会 12:00～ 12:20

午

後

1:00

2:00

3:00

4:00

5:00

6:00

7:00

8:00

展示機器設営

ポスター準備

2:00～ 7:00

ポスター発表

セッションAと B12:50～ 1:50

スライ ド発表

セッションC2:05～ 3:25

セッションD3:35～4:51

ポスター発表

セッションCと D
パーティー

6:20～ 8:00

5:05～ 6:05

メイントビック (セッションF)

[形せスホ
・―ツハ・フォーマンス]

キ‐ノートレタチャー1:20～ 1:40

スライト
・
発表 1:45～ 3:05

ポスター発表

セッションEと F3:20～4:20

サテライトミーティング

[中国スポーツと日本の運島医学]

5:00-5:30

*学会運営委員会 :16日

*新学会運営委員会 :17
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体育学部中央棟 (14号館)2F会 議室



鉄 議
5月 17日 (日 )10:10～ 10:30
私の歩んだバイオメカニクス 石河利寛 (中京大学)

2 アジアのバイオメカニクス

5月 17日 (日 )10:35～ 12:00
中華人民共和国   金 洪兵 (中国南京体育学院)

司会 松井秀治 (スポーッ医。科学研究所)

後援 (株)プリヂストン
日本スポーツマーケット研究所 (」 SM

電機計測販売(株)
(株)ナック名古屋営業所
(株)日科機
日本キスラー(株)
フィットネス。アポロ。ジャバン

(株)ヤガミ

|)

3

4

ヤ
~キーノートレクチ‐

5月 17日 (日 )午攪争:20～ 1:40
ヶ―マンス  浅見俊雄 (東京大学)

大道 等 (国際武道大学)

形とスポーッパフ,      
司会

ィングサテライトミーテ

15:00～ 5:30  於 体育学部中央棟(M号館)2F会議室
毅 (藩陽医科大学 名誉教授)

明Ⅳ日0摯
の動畔 劉中国スポーツと日フ

         石河 利寛 (中京大学)司会

5 パーティ          後援 大塚製薬 (株)
5月 16日 (上)午後6:20～8:00
出演 Good Old BOys

0  嚇
5月 16日 (」ヒ), 5月 17日 (日 ) 於 6号館 (大体育館)2F

織 国

タイ

中華民国台湾

《出展企業》
(株)ヴァイン

(株)エイ。エス。ヮイ

〈株)エムテック
大塚製薬(株)名古屋支店
キヤノン販売(株 )

(株)ケット科学研究所
ジャバンチャタヌガ(株 )

表 永相 (韓国啓明大学校体育大学)
Suthi Panitchareonnam(Srinakarinwirot University)

察 桜蘭 (国立体育学院)
司会 Jり 1 薫 (中京大学)
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階ッシElン測
★測定・ 分析法

ポスタ機 12:50司 :50 16日

～生理学的手法～

演題NO      ポスター藤与  金子公宕 `大時休吉大学  ヽ  12:50～ 1:12
001「 Logger法によるスキージャンプとクロスカントリースキーのElectronyograpby」

川初清典(北海道大学 体育指導センター)
晴山紫息子(北海道女子短期大学初等教育学科)

002「 M波のスペクトル分析と運動単位」
永田 晟,宮崎正己(1蓄層田大学)

003「作業性ストレスと聴性脳緩反応(SVR)」
松田広則(東京学芸大学大学院)永田 晟,宮崎正己(早稲田大学)

004「負荷装置における負荷制御因子としての呼吸数」―VT推定に関連して一
塩野谷 明,三宅 仁(長岡技術科学大学 体育保健センター)

005「エルゴメーターによる運動特性のバイオメカニクスシュミレーション」
長谷川力彦(長岡技術科学大学 工学部機械系)
塩野谷 明(長岡技術科学大学 体育保健センター)

006「下肢の伸展パワー評価法の検討」
若山章信,深代千之(財団法人 スポーッ医・科学研究所)

007「極短時間郷蓮動における無酸素性能力」                     9:29
山本意志(日本体育大学大学院)石井喜八 (日本体育大学体育研究所)

スライド発表
時刻
9:05

9:09

9:13

9:17

9121

9125

山科忠彦(金沢医科大学)藤原勝夫(金沢大学)
009「マウスガードによる全身の筋肉の影響」                     9:37

依田慶正,鈴木 潔.芝 大重彦 (昭和大学歯科病院第 3補綴学教室)
山本郁栄,青木豊次 (日本体育大学)栗山節夫 (日本鋼管病院)

010「バルクアップ型,パワーアップ型の筋カ トレーニング手段の負荷特性に関する研究」 9:41
土屋潤二(筑波大学大学院)高松 薫 (筑波大学体育科学系)
亀井良和(筑波大学大学院)

011「等尺性膝関節伸展動作における力発生の速さと大腿筋群の活動について」     9:45
田川武弘.北城圭― (呆界大学大学院)
平野裕―,宮下充正 (東京大学教育学部)

012「急速肘関節屈曲,伸展動作時の上腕二頭筋と腕撓骨筋の筋放電活動」       9:49
政二 慶(東京大学教育学部)中沢公孝(国立身障者リハビリテー
ションセンター研究所)自山正人,宮下充正 (東京大学教育学部)

013「肘関節屈曲・伸展筋群のspecific tension―速度関係」
川上泰雄,福永哲夫(東京大学)
中沢公孝(国立リハビリテーションセンター)

ポスター座与  福永哲美  (菌東大学 )    1:30～ 1:60

014「長距澤選手の股関節筋群の筋力発揮特性と競技成績との関悧

☆置動機能 ～筋系～
ポスター座与  田□自善 `京都大学 )

008「 4歳から15歳までの下腿筋力の発達」

―仲張性筋活動と こついて―

1:12～ 1:30

田日正公,金森勝也 (福岡大学)
―短縮性筋活動と伸張性筋活動との比較―

9:33

9:53

015「発揮 トルクと

016「アルベンスキー

017「全力自転車駆動時のカー速度関係」
柳  等,小林 規([財]スポーツ医・科学研究所)

9:57

10101

10:05

10:09

10:13

10:17

018「繰り返し全召琵潔揮r暑鼻薯宍(晋栞深響哭撃課育研究所)出 Dエイトト
箭昌
二
臨 鰤 蹴 篇 嘱 叙奉藤育科鶉

亀井良和(筑波大学大学院)
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陶ッシロνB
☆測定 。分析法

ポスタ‐発表 12:50～ 1:50 1 6日

～物理学的手法～

演題NO      ポスター座幕  井
'II偏

二  `中 東大学)    12:50～ 1:08
020「 DLT法 における物体の速度による二次元値誤差の修正法」

末吉靖宏 (鹿児島大学教養部)丸山敦夫 (鹿児島大学教育学部 )
021「加速度センサによる 3次元的回転置動の分析」

大田 憲 (筑波大学大学院)」 林ヽ―敏 (筑波大学体育科学系 )
022「 APASを 用いたハンマー投げ動作の二次元動作解析」

水谷好孝 (フ ィットネス・ アポロ・ ジャバン)奥山秀雄 (国際武道大学)
比佐 仁,比佐 央 (フ ィットネス・アポロ・ ジャバン)

023「バ ドミントンのスマッシュ動作の 3次元的解新」―ラケットの動きについて一

湯 海鵬 (富山県立大学)阿部―佳 (筑波大学)加藤幸司 (慶応大学)
024「 ビデオ信号を利用した画像分析作業への応用について」

土居陽治郎,」 林ヽ一敏 (筑波大学体育科学系)
025「試合中のポールゲーム選手の客観的位置記録」

西山哲成′石井喜八 (日本体育大学体育研究所)

★移動運動～歩・走～
ポ スター座与   =浦 望 慶  `駐 封吉大学 )  1:o8～ 1:27

026「連続足ロロのEMD」
深代千之,若山章信(財, スポーツ医・科学研究所)
小嶋俊久 (中京大学体育学部)

027「金沢兼六園
爆η
け
皇す賃
の
詈歌曽需習豊幸 (金沢大学大学院)山本博男(金沢大学)

028「筋電図から
高朱
脳
撼青量
の
星羹糀 科大学)岡本香代子 (聖母女学院短期大学)

029「女性におけ冒李量青Fg肇舞詔墟黎盲動摯」
田0「41馬 による星行房聰職配易墓〒

'刷‖ 豊栓 沢大学大学陶 山本博男喰 沢大詢

031「短距離走スフ里〒言ぉうる量子午展偲協轟図 01大
学院)山本博男(金沢大学)

新井健之,蝶間林利男(横浜国立大学)

哩晴えの対ヒ螢舞需ぎ腎場幾羅離易ラウデジレ贅ブL卜 _
飯本雄二 (中京女子大学)昭「肉離れの経曇隼有菖筋碁召ぅ年二3蛮奮見豊妻学短期大勃
山下孝文0靱巳島短期大学)末永政治,鳥丸卓三(鹿児島大学)

034「短距離選手の下肢筋力発揮特性と疾走フォームとの関係」
高木浩信,田日正公,州 雅明,川上 貢(福岡大学)

035「男子学生のレベル別100m疾走能力と等速性脚筋力」
八木規夫(二重大学教育学部)

036「 フォーム」
宮丸凱史(筑波大学)加藤謙― (宇都宮大学)久野譜也(東京大学)
秋間 広 (筑波大学)

スライド発表
時刻
10:35

10:39

10:43

10:47

10:61

10:55

037

038

「全力疾走中のШ技における機械的エネルギーの流れ」
小木曽一之 (鳥羽商船高等専門学校)阿江通良(筑波大学)

「走の方向変更における力積と変更角自
梅垣浩二 (中京大学大学院)

lll:59

11:03

11:07

11:11

11:15

11:19

11:23

11:27

11:31

11:35

11:39

11:43

11:47
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銹 ポスタE響慶長 5:05～6:05 16日

★移動運動 ～跳・泳・滑～                             スライト
・
発表

演題NO      ボスター座与  理汁千ク rスポーッ戻 .科学研究所) 5:05～ 5:27 時刻
039「ハンドポール選手におけるジャンプトレーニングに関する一考察」        2:05

浅野幹也.山本高司,藤松 博 (中京大学体育学部)
040「 Drop j ullpに おけるパワー発揮能力を決定する要因」              2:09

図子浩二 (筑波大学大学院)高松 薫,古藤高良(筑波大学)
041「動作開始時の姿勢がスクワットジャンプ時の下肢関節モーメントに及ぼす影響」  2:13

島海清司,Jヒ村潔和(富山大学教養部)堀田朋基 (富山大学教育学部)
042「立幅跳び踏切時の身体重心速度と投射角度の年齢および出            2:17

加納明彦 (中東大学大学院)渋り|りに ,湯浅景元 (中京大学)
043「三段跳びの踏切時における仕事量および機械的パヮー」             2:21

金 洪兵,加納明彦 (中京大学大学院)安田矩明,湯浅景元
藤松 博,渋川侃二 (中京大学)樋口憲生(松坂大学)

044「棒高跳びの筋電図的分析」―競技能力の差異 (3口～5mジ ャンパー)による相遺について-2:25

辻野 昭(兵庫教育大学)奥野暢通 (四天王寺国際仏教大学)
後藤幸弘(兵庫教育大学)岩本 茂(兵庫教育大学院)

045「棒高跳のバイオメカニクス的分析」―世界一流選手の試技について-        2:29
淵本隆文(大阪体育大学)高松潤二,阿:ri薇良(筑波大学)
金高宏文(鹿屋体育大学)

ポスター座再  池 卜感雲 (ネ古屋大学)   5:27～ 5:52
040「バサロ泳法のバイオメカニクス的研期

葛西拓司,清田隆毅,宮本佳代子,国井 実,鈴木陽二
(セ ントラルスポーツ研究所)

047「クロール泳動作の発達」
合屋十四秋 (愛知教育大学)野村照夫(京都工芸繊維大学)
松井敦典 (鳴門教育大学)高木英樹(二重大学)

「クロール泳時の筋疲労に関する筋電図学的研究」
菅嶋康浩 (名古屋芸術大学)松井 健,高橋繁浩,鶴峯 治,
石河利寛,JLl l 薫 (中京大学)

「水中での推力発揮に関する流体力学的分析」―スカーリング動作について一

高木英樹,伊藤昌浩 (二重大学)合屋十四秋(愛知教育大学)
松井敦典(98F5教育大学)

「少年のスイミングエコノミーとその呼吸循環応答の特徴」「少年のスイミングエコノミーとその呼吸循環応答の特徴」
原田 隆(中京大学大学院)北川 薫,石河利寛 (中京大学)

「スキーのターン動作における下肢関節角度及び足底圧力変イЫこついて」
牛山幸彦 (新潟大学教養部)原 利昭(新潟大学工学部)
寺島和浩(新潟大学大学院博士課程自然科学研究科)

SElectrcoyographyl
晴山紫恵子
川初清典 (北海道大

053「 ウェーデルンのストックワーク
宇野光洋 三浦望慶(上越教育大学)

★投打運動
ポスター座長  ●●.t★郎 (壼知県寺大学) 5:52～ 6:05

054「動くポールのキック時の運動プログラム」
麓 信義 (弘前大学)

「ゴルフスイングにおけるキネマティックス的分析」
川島一明(日本大学農獣医学部体育学研究室)

「ゴルフスウィング中の注視点の動きに関する研究」
山下浩二(二重大学大学院)高木英樹.鶴原清志(二重大学)

「テニスにおいてラケット面のボール打撃位置が打球に及ぼす影響」
吉田和人(静岡大学)4ヽ林―敏 (筑波大学)

「ボウリング投球時の軸足にかかる力」
山本英弘 (朝 日大学)鳥海清司(富山大学)
涌井忠昭(学部短期大学)北川 薫 (中京大学)

2:33

2:37

2:41

2:45

2:49

2:53

2:57

3:01

055

056

057

058

3:05

3,09

3:13

3:17

3:21
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超ッ)目νD  ポスタコ発表 5:05～6:05 16日

059

060

061

062

063

表壌
刻
３５
　
３９

朴
時
缶
　
，

064

065

066

067

5:20～5:33

晟,宮崎正己

ン」 3:43

3:47

3:51

3:55

3:59

4:03

4:07

★その他の運動

068

069

070

071

072

073

074

075

076

077

桜井伸二,

西画秀嗣 (鹿屋体育大学)

6:49-6:06

スポーツ科学学科)

山本博男 (金沢大学)

4:11

4:15

4:19

4:23

4:27

4:31

4:35

4:39

4:43

4:47



日
本

ポスタ機  0:20～4:15 117日 |

3:20-3:40
スライド発表
時刻
9:00

9:04

9:08

9:12

な ター座幕  月、林―  `笛濤夫堂 )
078「 スイングの特徴に合わせたゴルフクラプの最適設計」

金子靖仙 (ミ ズノ株式会社)
「競技用ヤリの減衰振動」

前田正登,野村治夫 (ネ申戸大学教養部)
柳田泰義 (神戸大学医療技術短期大学部 )

「飛び込みの水底衝突事故における衝撃力とプール底材の衝撃緩衝能」
松井敦典 (鳴門教育大学)合屋十四秋 (愛知教育大学)
高木英樹 (二重大学)

「剣道具の安全性に関する力学的研究」
百鬼史訓(東京農工大学)山神員―(香川大学)高木隆司(東京農工大学)
岡田泰士(香川大学)

082「 シューズの滑りと緩衝性についてのバイオメカニクス的研究」          9:16
山岸正克(筑波大学大学院)4ヽ林一敏(筑波大学)

★運動技術
ポ スター座再   官歯凱 ゛  舘 糖大学 )    3:40～ 4:00

「小学校 5・ 6年生女児と女子大学生との還"働作の比較・検討」麻場―徳(都留文科大学)植屋清見,中村和彦(山梨大学)
「少年期における「捕―投の運動組合せ」の発達過程」

中村和彦,植屋清見.西山恭央 (山梨大学)
麻場―徳(都留文科大学)り |1添公仁 (市中F学園短期大学)

「ポールスキルの習熟過程における主観的難易度の推移」
柳橋宏昭(千葉大学大学院)大道 等(国際武道大学)

「回帰評価法からみた疾走動作の発達」                      9:36
海老原修(横浜国立大学教育学部)

「筋の働きからみた幼小児のプランコ運動 (立ちこぎ)の習得・習熟過程」      9:44
堤 博美,岡本 勉,山下英明 (関西医科大)後藤幸弘 (兵庫教育大)
風井熟恭(仏教大)丸山宣武,岡本香代子(聖母女短大)山根文隆 (
五荘小)徳原局ウ,西山 潤 (大阪国際女子大)奥野暢通 (国際仏教大)

「児童期における走り高跳び学習の適時性に関する研究」             9148
-記録,ならびに技能の伸びの学年差を中心にして―

川本幸則(兵庫教育大学大学院)後藤幸弘,辻野 昭(兵庫教育大学)
奥野暢道 (四天王寺国際仏教大学)

ポスター座長  早川 俣  `豪知県市大学)  4:00～ 4:16
089「大きく見せる舞踊表現法」―筋電図からみた脚運動― 9:40

岡本香代子 (聖母女学院短期大学)岡本恵美(大阪教育大学大学院)
岡本 勉,堤 博美(関西医科大学)

「野球の投球動作における前腕筋群への筋負担の中岳分析」            9152
清水啓司(奈良産業大学)西島吉典(大阪教育大学)吉澤正テ(福井大学)

「砲丸投の投フォームとパフォーマンス」―日本と世界の差異-           9:24
植屋清見,中村和彦(山梨大学)麻場一徳(都留文科大学)
池川哲史(近畿大学)

「背負投の動作分析」                              9:56
松井紳―郎 (富山工業高等専門学校)
西山哲成,石井喜八 (日本体育大学体育研究所)

9:20

9:28

9:32
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ポスタ‐発表 3:20～4:20 17日

★形とスポーツパフォーマンス
演題NO      ポスター座幕  '晰 浩m `」ヒ海道大学  ヽ   3:20～ 3:38
098「世界 トップスプリンターのスター トダッシュの速度とフォーム」

スライド発表
時冽j

l:45

2:37

斎藤昌久(京都府立口丹波勤労者福祉会館)伊藤 章 (大阪体育大学)
佐川和則(近畿大学)加藤謙― (宇都宮大学)

094「世界一流スプリンターのキックフォーム」                    1:49
伊藤 章(大阪体育大学)斎藤昌久(京都回丹波勤労者福祉会館)
佐川和則(近畿大学)加藤謙―(宇都宮大学)

095「
―
の模擬動作のパワー出力と疾走能力の関係」                1:53
松尾彰文,福永哲夫.船渡和男(東京大学教養学部)矢田秀昭(和光大学)
沼沢秀雄 (順天堂大学)湯浅景元 (中京大学体育学部)

096「女子 100mハードルの二次元分析」                      1:57
安藤好郎 (中京大学)岡本 敦 (ノ ートルダム女子大学)
池上久子 (名古屋聖霊短期大学)袖山 紘(金城学院大学)
橋本 勲(中京女子大学)杢子耕―,池上康男 (名古屋大学)

097「車椅子疾走フォームと
―
術および体力の検討」               2:01

小林培男,岡川 暁 (日本福祉大学)
098「走り高跳びの筋電図的分析」―背面跳びとはさみ跳びの比較を中心として-     2:05

奥野暢通 (四天王寺国際仏教大学)後藤幸弘.川本幸則,松下健二
(兵庫教育大学)

酬「師 に経 嘲 司 辮 観 響  田け "
100 「手の大きさ省宍う奈脇 義遇違せ謬鵠燃ill°

n Fraser university)

豊島進太郎,劉 |1 保 (愛知県立大学)池上康男 (名古屋大学)

2109

2:13

101「 スキーターン中の滑走姿勢の分析」                       2:17
池上康男,桜井伸二.杢子耕―,矢部京之助 (名古屋大学)
岡本 敦 (ノ ートルダム女子大学)袖山 紘 (金城学院大学)
池上久子 (名古屋聖霊短期大学)安藤好郎(中東大学)

102「 スキージャンプの空中フォームと飛距詢                     2:21
神 博(筑波大学大学院)佐々木 敏.角田和彦 (北星学園女子
短期大学)Jヽ林―敏 (筑波大学)

103「地面反力から見た剣道の面打ち動作について」―左右脚筋力発揮特性の違いについて-2:25
柳本昭人,宮崎義憲,寺西千洋,満枝克利(東京学芸大学)

104「泳速度増加に伴うストローク長と頻度の変化」                 2:29
若吉浩二.吉田敬義 (大阪大学健康体育部)」 堀ヽ優子 (京都精華大学)

105「ウエイ トリフティング動作を構成する動きで発揮される機械的パヮー」      2:38
船渡和男,松尾彰文,福永哲夫 (東京大学教養学部)
細谷治朗,関口 脩 (日本体育大学)

ポスター座尋  夫道 等 `国膵廿描★詢    3:59～ 4:20
106「各種動作姿勢で発揮されるカー逮麿関係」

107「構え姿勢の握沓菖委磐雪議窒L震爵露熟
り11上泰雄 (東京大学教養学部体育学研究室)
9ヨ贅イヒ」                                  2:41

国田賢治(筑波大学大学院)藤原勝夫(金沢大学教養部 )
岡田守彦(筑波大学体育科学系)

108「 PF中心の前後位置と前方及び後方ジャンプの反応時間」            2:45
久下恭功(金沢桜丘高校)藤原勝夫,外山 寛(金沢大学)
浅井 仁〈金沢大学医療短期大学部)

109「反復加圧運動からみた動的姿勢の検討」                     2:49
藤原勝夫,外山 寛,浅井 仁(金沢大学)山科忠彦 (金沢医科大学)
国田賢治(筑波大学大学院)Ш「曲 燿
設羅酪馬実轟馨評

態姻7j      郷
111「乳児の運動発達別にみる形態的特性」                     2:57

坂田知子,海老原修(横浜国立大学教育学部)

W慟 作パター琴雰視霞レ梶芦
夫厳 大学教養学詢

       3Ю l

大道 等(国際武道大学)
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◆会長講演(17日 10110～ 10:30)

「私の歩んだバイオメカニクス」    石河利寛 (中京大学)

◆アジアのパイオメカニクス(17日 10:35～ 12:00)

「中華人民共和国のバイオメカニクス」

「大韓民国のバイオメカニクス」

「タイのパイオメカニクス」

「中華民国台湾のバイオメカニクス」

P15

金 洪兵 (中国南京体育学院)    P16

表 永相 (韓国啓明大学校体育大学) P17

Suthi Panitchareonnam                 P 1 8

〈Srinakarinwirot University)

察 桜蘭 (国立体育学院)      P19

◆キーノートレクチャ…(17日 1:20～ 1:40)

「形とスポーッ′ヽフォーマンス」 浅見俊雄 (東京大学) P20

―- 14 -―



会長講瀾

私の歩んだバイオメカニクス

石河 利寛   中京大学体育 学部

私 は第二次世界大戦末期 に大学を卒業 したが、戦後 に東京大学医学部生理

学教室 にお もヽて生理学を専攻す ることを志 した。その際に当時よ く用いられ

ていた蛙を対象 と した研究ではな く、 ヒ トを対象 と した研究 を したいと思 っ

ていた。

当時出版 されていたいろいろな ジャーナルを拾 い読み しているうちに、

Arbeitsphysiologie(現 在 の Eur」 Appl Physiol)に ヒ トの動作 に関す る
研究が 多数掲載されていることに気が付 き、 この方面 の研究を志 したいと思

つた。たまたま入手 した‖orehouse,LEと 」 M Cooperの 著 したKinesiology
という単行本 もヒ トの動作 に関す る私の興味を刺激 した。

当時は戦争直後 であ り、器材 も文献 も十分 に入手 で きない状況 にあ つたの

で、私 の研究 内容 は今のパイオメカニ クスの水準か ら見ると極めて幼稚 な も

のであ ったが、私 の歩んだ研究を以下 の文献 について回願す る。

1懸垂屈腕運動の研究 (1).(2)
体育学研究 11180-186,1951:215-220,1952
2筋作業の研究 (1),(2),(3)
日本生理学雑誌 14:487-489:490493:494-497,1952
3動 作業時間 と静作業時間の比
体力科学 2:175178,1953
4握 力 に関す る研究 (1),(2),(3)
体育学研究 1:335-338,357-361,430-435,1953
5腕 立伏臥腕屈伸運動の研究
体育学研究 1:509-515,1954

6重 心 の研究 (1),(2)
体育 の科学 8:348-350,1958民 族衛生 26:350369,1960
7ポ ー ト競技 の研究 (1),(2).(3)
Medicine and Sport 2:138-146.1968: 6:249-252,1971 1nternational
Series on Biomechanics 4B:816-812,1983
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オメカニクス

金  洪 兵 中国南京体育学院

中国では、単 にバイオメカニ クスは「 生物力学」 と称 され、人 間の運動 に

関す るパイオメカニ クスは「運動生物力学」 と呼ばれている。今 回は主 に体

育・ スポー ツの分野 における中国のパイオメカニ クスを紹介する。

1 教育機構
中国における体育・ スポーツの専門人材を養成する体育大学は 16校 があ
る。 また、各省の教育大学や教育学院 にある体育学部 も体育・ スポーツの人

材を培 っている。体育大学および教育大学体育学部のカ リキ ュラム には運動

解剖学、運動 生理 学 と並 びバ イオメカニ クスも必修授業科 目と して取 り入れ

られて いる。現在使われ ているテキス トは、国家教育委員会 によ り編集 され

た全 国統一 の教科書 であ る。各体育大学 の修士課程 ではパ イオメカニクス研

究が盛 んであ る。

2 研究機構
各省 の体育運動委員会 に所属 している体育 スポー ツ科学研 究所 は、体育・

スポー ッを専 らに研究す る機関である。体育・ スポー ツの研究に力を大 き く

入れ て数多 くの研究が行われている。国のパ イオメカニクスの研究重点 とさ

れ る研究所 は、国家体育研究所 と江蘇省体育研究所 である。第 7回 バイオメ
カニ クス学会 で両研究所 は 10篇 の論文 を発表 した。
3 学会
中国でバ イオメカニクス学会 は 2年 1回 開催 され、昨年 は第 7回 目を迎 え
た。主 な内容 は下記 の如 くである。

1)ス ポー ツ記録を向上するための研究は多 くみ られ、そのうちにア ジア
大会 に関す る発表 は 8篇 であ った。
2)コ ンピュー ターを用 いる シミュレー シ ョン、二次元圧力板 での地面反
力の測定、二次元 の写真分析、 テ レメ ータによる筋電図の分析。

3)球 技 における技術 と戦法 についてのパ イオメカニ クスの研究。
4 今後の発展方 向
1)競 技 スポー ツに関す る研究 は世界 の先進 レベルに達す ると同時に基礎
理論 についての研究を重視 してい く。

2)新 技術 の開発 に力 を入れて中国の 3～ 4カ 所 にハイ レベルなバイオメ
カニ クス実験室を設立する。

3)陸 上競技、体操、水泳、重量挙げ、射撃、バ ドミン トン、卓球、パ レ
ーボー ルな どの種 目を主なバイオメカニ クスの研究対象 に し、技術 と

戦法を研究 した結果を現場 にフ ィー ドバ ックする。

4)ビ デ オ撮影解析の技術 と 3次元撮影測定法を改善す ること、運動技術
の最適化を究明す ること、研究・ トレー ニ ング・ 体育授業の器材 を開

発す ることを方法学の 目標 と して進めてい く。

5)バ イオメカニ クスの立場か ら体育・ スポー ツ基礎理論 の研究 を重視 し、
人体 関節筋 肉のパ イ オメカニクス的な特徴や人体基本動作 および筋力

を増加 させ る原理 と方法を明らか にす る。

ノ

「
の日
円
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ユ
⊥
ハ
ロ
ト
＾
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一
工一十

上ｍ甲―
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オメカニクス

表 永相  韓国啓明大学校体育大学

韓国のパイオメカニクスは、 1945年 梨花女子大学の体育学科の教科課程に
機能学として名付けられることによって、その一歩を踏み出すようにな り、
その後、他の各大学の教科課程でも、機能学または体育物理という必須教科

としての位置を占めるようになり、現在は運動力学またはスポーッパィォメ

カニクスに変わっている。

1 研究の推移
研究の歴史的流れは、大きく混沌期、整理期、発動期の二つに分けられる。

混沌期 とは 1970年 代中盤までのことで、 8■■映画撮影による映画分析法や光
線軌跡法により身体運動の移動の様子を記録 しようとする研究が行なわれた。

整理期 とは 1980年 代中盤までのことで、 16mm映 画撮影機が導入され、大部分
の研究は、移動運動および投打運動に於てハイパフォーマンスの発揮できる

よい動作とはどのようなものであろうか、に対 して映画分析法を中心に して

行なわれた。発動期は、ソウルオ リンピックを境に した 1980年 代終盤からの
ことで、パイオメカニクス的研究が多様化するようになり、測定分析法、運

動機能および用具の力学的特性などに関する研究も次々と発表されている。
2 教育・ 研究機構
研究機関としては、スポーツ科学をより深化するために、全国の大学の内、
23の 大学にスポーツ科学研究所が設置運営されており、そのうち、 5つ の大

学では、運動力学研究分科が設けられている。特に、政府の体育青少年省の

直属機関で、韓国の体育政策関連の研究を重点的に行なっている韓国体育科

学研究院では運動力学研究室が組織の中に含まれており、数多 くの研究機材
を保有 し、韓国のスポーツパイオメカニクスの中心的役割を果た している。
3 学会
韓国スポーツパイオメカニクス学会が 1988年 に結成され、年 4回 のセミナ
ーと2回 の発表会を開催 してお り、学会誌 も1991年 1月 に創刊号が出版され、
まもな く研究の中興期を迎えるようになると考えられる。

ノ

ー
の日
田
巳
馬
語
拝
＋
八
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タイのパイオメカニクス

Suthi Panitchareo■ nan    Srinakarinwirot University

タイにおけるパイオメカニクスはきわめて新 しい学問であ り、体育、スポ

ーツ科学および医学の分野に応用されつつある。これは次のような二つの立

場に要約できるであろう。

1 教育的立場からみた現状
体育短期大学、スリナカ リンピロー ト大学、教育大学、チュラー ロンコン

大学、カセサー ト大学およびマヒ ドン大学の全ての体育学科において、学校

体育の教員およびスポーツ科学の研究者を養成するために、バイオメカニク

スが必修授業科目となり、教科書は日米の教科書のタイ語版が10種 類出版さ

れている。

2 研究的立場からみた現状
文部省体育局において、体育教育に応用するためのパイオメカニクスにつ

いての研究を している。体育局では、国際交流基金の援助で毎年 日本から専

門家を招いており、バイオメカニクスの関係では1986年 に中京大学の北川教

授がスポーツ科学専門官として来タイ し、 4ヶ 所の体育短期大学でスポーツ
科学に関する講習会を行なつた。その際の同教授の御尽力で同基金からハイ

スピー ドカメラ、筋電計、全身反応時間測定器等の測定機器が贈られた。ま

た、中京大学の湯浅教授も1987年 に体育短期大学の教授を対象として、バイ

オメカニクスに関する講習会を行 った。さらに名古屋大学の桜井助教授 も 19

89年 の夏に文部省体育局に滞在 し研究法の指導を行なった。

一方、タイ国スポーツ振興局においては、各種目におけるスポーツ選手を

養成するための応用的研究が徐々に進行 しつつある。

スリナカ リンピロー ト大学、チュラー ロンコン大学、カセサー ト大学およ

びマヒ ドン大学の大学院体育専攻において、体育およびスポーッ科学の研究

者を養成するために、バイオメカニクスをスポーッ技能に応用するための研

究が開始されている。

以上がタイにおけるパイオメカニクス研究の概況であるが、今後の問題点

として演者は次のような点を指摘 したい。

1)研 究のための基礎的条件である実験室および実験機械の整備充実。
2)研 究者養成のためのスカラシップの拡大。
3)こ れからのための財源の確保、特に日本からの援助。
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オメカニクス

察  桜蘭   国立体育学院

バイオメカニクスは台湾において、 日新 しく、 しかも発展の速い学問であ

る。これは主に体育と医学の分野に応用されている。台湾におけるバイオメ

カニクス研究の組織 と研究概況は下記の如 くである。

1 教育機構
国立体育学院運動科学研究のマスターコース、および師範大学体育研究所
マスターおよび ドクターコースにおいて、研究生を募集 し、バイオメカニク

スの研究人員を養成 している。教授や研究生は競技運動や一般の運動を研究

の対象にしている。

医学方面においては、国立成功大学医学工程研究所があ り、マスターコー

スの研究生を養成するための教育機構で、教授や研究生は医学工程を中心に

バイオメカニクスの研究を している。

2 研究機構
中華民国体育運動総会所属の左営および北部二か所の訓練センターの科学

発展組における若干の研究員は競技運動のパイオメカニクスの研究に従事 し、

各コーチと技術上の問題の解決に協力 している。

医学分野においては、国立台湾大学付属病院の骨科、 リハ ピリ科それに栄

民総合病院の骨科、整形外科、医学工程とリハ ビリ科には、それぞれ研究員
がいて、研究に携わ つている。

3 学会
中華民国体育学会運動力学委員会、中華民国体育運動総会研究発展委員会

運動科学研究組、中華民国大専体育運動科学委員会はともに運動科学の研究

やその応用を奨励 し、そのうち力学部分は競技運動の研究を主にしている。

医学分野においては、運動医学会があ り、この組織の会員は医学、力学、

栄養学、生理学等の関連の専門学者から成 っており、そのパイオメカニクス

部分構成員は医学工程、骨科、 リハ ビリ科、体育からの専門家である。

運動訓練の科学化は台湾の体育界において、極力発展の方向にあ り、パイ

オメカニクスの体育における重要な用途は技術指導であ り、その研究を通 し

て、運動訓練を科学化 し、運動水準の向上を求めることにおいて、大きい役

割を果た している。
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形とスポーツパフォーマンス

浅見 俊雄 東京大学

スポーツパ フォー マンスに関係する「 形」 というと、 スポーッをする ヒ ト

の「 形」以外 にも、競技場や用具などの「形」 もあげられるが、 ここでは ヒ

トの形 を中心 に述べ ることにす る。また ヒ トの形 につ いて も、体型、姿勢、

構え、 フォームな ど、さまざまな単語で表現 される要因が、それぞれにスポ

ーツパ フォー マ ンスに関わ りをもっているが、私の興味が スポー ツのフ ォー

ムにあ ることもあ って、 ここでは時間 とともに空間的に変化するスポー ツを

する ヒ トの「 形」を中心に述べさせていただきたい。

パ フ ォー マ ンスという観点か ら見ると、形が これに直接 関係す るのは、体

操、フ ィギ ュアスケー ト、 シンクロな どの採点競技 である。陸上、水泳 な ど

の記録競技 では、時間、距離などの物理量でパ フォー マ ンスが測 られる し、

格聞競技では相手 を倒せばいいのだか ら、形な どは どうで もよいのであるが、

やは り形がパ フォー マンスにきわめて重要な役割をはた して いる。記録 と採

点の両方が加算 され るスキーの ジャンプで、両者の相関が きわめて高いこと

が この ことを証明 している。

ボー ルゲームでは、個人の動 きのフ ォームが個人のパフ ォーマ ンスに意味

をもっている とともに、競技場 内での個人の動 き方や、味方競技者 、相手競

技者 との競技場 内での位 置関係 の変化が、や は り形 の変化 と して捉 らえ られ、

これ もスポー ツパ フォー マ ンスに大 き く関係 している。

どういう形が よ り高いパ フォー マンスに望 ま しいのかは、生理学的、解剖

学的、力学的、そ して心理学的要 因によって決まる。 まさに、バイ オメカニ

クスの研究対象 となることが らである。 しか し実際に見 られ るスポーツの形

は、経験的にそういう形が一番 よいということで実践 されてきた といってよ

い。 しか し同 じ目的のためにず っと同 じような形が取 られてきたというので

はな い。走高跳 な どはその典型て、正面跳び、 ロールオーバー、ベ リー ロー

ルを経て今 では背面跳 びが全盛である。 これが究極 の跳び方 なのか、それ と

も奇想天外 な跳び方が これか らも出て くるのだろうか。
バ イオメカニ クスが、 これまでパフ ォーマ ンスを高めるための「 形」 につ

いて何 を してきたのか、 これか ら何が でき、何 を しなければならないのかを

語れればと考えている。
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